
表-1 養生工法 

種類 方法 具体的な手段 

湿潤 

状態 

に 

保つ 

給水 

20℃水中養生（水中） 

水分を含んだ材料による覆い① 

（給水①） 

水分を含んだ材料による覆い② 

（給水②） 

水分 

逸散 

抑制 

型枠存置（鋼製型枠） 

粘着性材料による被覆（粘着材） 

塗膜剤の塗布（膜養生剤） 

養生無し 20℃60%RH に暴露（気中） 

 

表-2 使用材料 

材料 種  類 仕 様 

セメント 

C 

普通ポルトラン

ドセメント 

密度 3.15g/㎠， 

比表面積 3250 ㎠/g 

細骨材 

S 
手取川産川砂 

密度 2.54g/㎠， 

吸水率 2.42% 

粗骨材 

G 
手取川産川砂利 密度 2.61g/㎠ 

混和剤 

Ad 

AE 減水剤 ﾘｸﾞﾆﾝｽﾙﾎﾝ酸化合物 

AE 剤 界面活性剤 

 

表-3 コンクリートの配合 

水セメ

ント比 

W/C 

(％) 

単位量（kg/m3） 

水 

W 

セメ

ント 

C 

細骨

材 

S 

粗骨

材 

G 

混和

剤 

Ad. 

50 170 340 747 1000 0.905 
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１．目的  

 著者らは，養生で達成されるセメントの水和を解析的に予測し，目標の水和率が得られるように養生計画を

立案する手法を提案している 1),2)．提案する手法の実用性を高めるためには，近年開発が進められている各種

養生工法への適用性を高めることが必要となる．具体的には，水和解析において養生工法の水分供給・保持性

能に応じて境界条件を適切に設定する必要がある．本研究では，境界条件の設定に必要な基礎データを取得す

ることを目的に，各種養生工法で養生した供試体の養生中の質量変化を経時的に測定することによって，水分

供給，保持性能を評価した．さらに，各種養生工法の養生効果を把握するために，非破壊試験によりコンクリ

ートの性能の評価を行った． 

２．実験概要 

(1) 養生工法 

 対象とした養生工法は，コンクリート標準示方書によ

る分類の湿潤状態に保つことを目的とした 5 種類とし，

比較として，水中養生および無養生を実施した（表-1）． 

(2) 使用材料およびコンクリートの配合 

 表-2 に使用材料を，表-3 にコンクリートの配合を示す． 

(3) 供試体および養生方法 

供試体は，１辺 20cm の立方体とし，型枠存置以外は，

6 面全てに各養生工法を適用した．型枠存置では，通常の

施工を考慮して，打込み面は，養生マットで覆って水分

の逸散を防いだ．養生開始は，材齢 24 時間とし，材齢 28

日まで実施した．養生開始までは 20℃の恒温室に，養生

開始後は，20℃湿度 60%RH の恒温恒湿槽に静置した．養

生終了後も引続き 20℃湿度 60%RH の恒温恒湿槽に静置

した． 

(4) 測定項目および測定方法 

養生中および養生終了後の供試体の質量を経時的に測

定した．測定は，養生開始時，養生開始後 1，3，7，14，

21，28 日後，養生終了後 1，3，7，14，28，56 日とした．

さらに，各種養生工法の養生効果を把握するために，材

齢 91 日において，側面 4 面（鉛直面）の表層透気係数

（Torrent 法）および超音波伝播速度（50Hz）を測定した． 

３．実験結果 

(1) 質量変化測定結果 

図-1 に養生中の質量変化を示す．養生工法によって水
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図-1 各養生工法における質量変化率 
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図-2 材齢 28 日の質量変化率と表層透気係数の関係 
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図-3 材齢 28日の質量変化率と超音波伝播速度の関係 

表-4 表層透気係数，超音波伝播速度測定結果 

養生工法 

表層透気係数 

kT 

（10-16m2） 

超音波 

伝播速度

（m/sec.） 

水中養生 0.054 4,216 

給水① 0.072 4,240 

給水② 0.898 4,143 

型枠存置 0.710 4,132 

粘着材 0.913 4,138 

膜養生剤 1.045 4,008 

気中暴露 7.233 3,920 
 

分供給，保持性能が異なることがわかる．表-1 に示す分類

によれば，給水①，②は，水分を保持する材料で覆ってい

ることから給水養生に分類されるが，水分供給性能に差が

見られた．給水①は，養生開始から数日間は質量が増加し

ていることから，給水効果が見られている．一方，給水②

では水分の供給は全く見られていない．給水②には，水が

保持されているものの，鉛直面ではコンクリート面全体に

密着させることは難しいことから水が供給されないものと

考えられる．材料に保持された水分によってコンクリート

との間の空間の湿度を高める効果で水分逸散を抑制しているも

のと推察される．ただし，コンクリートとの密着性が低いため，

徐々に質量減少が見られ，水分逸散抑制効果はやや低い． 

水分逸散抑制に分類される養生工法においても，水分逸散抑制

効果に差が見られた．粘着材による被覆は，コンクリートに密着

できることから水分逸散抑制効果は高く，封緘状態がほぼ保持さ

れている．型枠存置は，材齢 1 日の十分硬化していない段階で質

量減少が見られたが，それ以降は，質量減少は見られず，水分逸

散抑制効果が保持されている．膜養生剤塗布は，無養生と比較し

て水分逸散は抑制されているものの水分逸散抑制効果は低い． 

(2) 透気係数および超音波伝播速度測定結果 

表-4 に表層透気係数および超音波伝播速度の測定結果

を示す．養生工法によって，表層透気係数および超音波伝

播速度の測定値は異なり，養生効果が異なることがわかる．

初期に給水挙動が見られた給水①は，水中養生と同等の品

質が得られており，養生初期において水分を供給すること

の効果が大きいことがわかる．給水②は，給水が見られな

かったことから，水分逸散抑制に分類される型枠存置，粘

着材と同等の養生効果となっている． 

図-2 および図-3 にそれぞれ材齢 28日（養生終了時）の

質量変化率と表層透気係数および超音波伝播速度の関係

を示す．表層透気係数および超音波伝播速度とも材齢 28

日における質量変化率と高い相関が高く，養生効果は，養

生工法の水分供給保持性能に依存することが確認された． 
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